











































































































雨 唇 [-~b-] ~ [-b骨] [僧m-]
歯 茎 [-~d-] .;. [-d-) [-n-] 
秋口重量 [-~9-] → [-9-) ‘昨 一[-0-)
は、 [9-，-0-]のように、語頭では閉鎖音、語中では鼻音であり、非体系的











































































































































は、後述 (3.3. 3以下参照)のように、 「ガ行鼻音は、日本語の共通語と
して正しい音であるjといった音声教育を調査実施以前に受けていたこと、そ
してそれによ ってガ行鼻背に対する規範意識が働いたものと考えられる。
ガ行鼻音と非鼻音のミニマル ・ペアとして 「戦後jと l1005Jで、ミニマ
ル ・ペアではないが、同じ形態素を含む「十五夜jと r15J、「小学校Jと「高
等学校jのペアでガ行鼻音ーの選択率を比較すると、 「戦後J25.0% > I005J 
8.4% (差 :16.6%)、「十五夜J35.0% > 15J 10.0% (差 :25.0%)、「小学


































































l時・ !明 数 干|・ r， クラ ブ ・ 自~)活動など
小学校 (5) rr，.* (3)、lIl;m(2) 
'1'学校 (1 ) i官I，t計(1 ) 
よい?学校 ( 4 ) 13，1 ;':rf(2) 校歌の練習|時(J ) 
}i!l:.i差古IS(1) 




















































































3. 3. 4 ガ行鼻音の発音tS、非鼻音と比べてどのように感じるか
ガ行鼻官ーを持たないインフォ ーマント{よ、ガ行t号fg-の発音にどのようなイ







い)1質に見ると、4点以上の 「やわらかい (4.47)Jrまろやかだ (4.13)J rぼん
やりしている (4.03)J、これに、3.5点以上の 「伝統的だ (3.97)J rlほかい





し、jといった評価に紫がっているのであろう。 「伝統的だjr 1r.~t: りらしし、J と
いう評価には、 インフォーマ ン トが調査以前に、方。十I鼻音が~I:JJ:ム音よ りも規範
的で伝統的なI士iい泊三であるという教育を受けていることが関係していよう。
F刀 、 ~f仰i点が 3 点以下であった青I'flIIi請を見ると 、 2.5点以下の rM3切れが





り 、 「イf~ t)カ句史うJi'tであると員~，価されていることからも納何できる 。
そのほか、ガ行鼻音はどちらかと需えは"r美しく (3.27)J rよい (3.17)J
_. )j、「よそよそしく (2.60)Jr(l，j~\'、 (2 . 70 ) J で、 iEU合的 (2 .73)jであり、
r~~ 通話的か方言 的か (2.97)Jや rTVやラジ オでよく開くかどうか
(3.10)Jについては、どちらとも言えないと司刊泌されていると常えるだろ
〕η
ガ行鼻音は、 g~l. :i吉・であるという背戸的特般から fやわらかく J rまろやか
だj と評価され、 さらにそれが rT~'IJ IJて品jで n暖かいjといった印象に
一17-





弱々 しし、 3.53 きつい
まろやかだ ごつごつしている
ぼんやりしている 明瞭だ












年寄りらしい 3.70 : 若者らしい
TVやラジオでよく聞く 3.10 TVやラジオで
あまり聞かれない
図2. .ガ行努奮のイメー ジ (5段階評価}
結びついている以前、ガ行非5与昔話者・であるインフォーマントにとって、[1頃














































































































・ プf行 541者{よ、共通語としてアクセントほどlp~要ではないと思う 。

















かっ た。 しかし、 規範(l~ ・ 伝統的であるガ行蔀L官は、「若者らし さ」ゃ「カッ
コよさjからは縁遠いものと意識され、また、インフォーマントが日'lfi'耳にす
























のと -J~~恕されるが、 若年明 J.5~'・として共過する部分もあると考えられる。
今1111の発音訓査 ・ li~ き取り捌1f(よ、単語リスト読みヒげによって行ったが、
テキスト朗読や自然談話におけるJ母子Eも行う必要があるだろうのまた、ガ行鼻
音のイメージ調査では、ガ「行 ~"?'n・のイメージだ!1 を尋ね、 Jド仏1昔については問






たため、男女義 を見 る ことはできなか った。これも今後の謀思と したし、。
ガ行鼻.音が共通語として今後どのようにあるべきかの答 えを出すこと は、 医|
諸問題として、 また、国語教脊 ・日本 語教育など教脊現場での級いを考える際
には欠かせない問題である。しかし、 この問題を扱うには、ここで扱 った問題
だけではな く、 f共通諾Jという概 念も合め、さま ざまな視点から総合的に判
断しなければならないので、 ょこでは問題提起にとと
[注}
1)そのほか、会11-'( 1 9ú7) に よ れば、 ~i条泌 r~i ;( ~f~ と t~!.~iV! 1m.・特{二ガねj'~J'" i~J (~.につい
てJ(f!J"':{jli.! ll-5 )にIV1~.f してあるという 。




1  )そのほか、イ?，:Ul..(1967)によゐと、 ?と式I'!)r i'i' ~i!文υ、必の 1I1J :mJ (l'lil，[iとl'、1，)とう勺
13--10)にもそのぷi主があるn
5 )プJ・七 y トテープ~!{i，~ として 、 111 {t (19iS)なと'がある。





も、それに{.JMQ)カセ y トテープベ'CD教材の"'-('、ガqj' ~:，\， ;"i'~ fol!JIしていゐものがある
C!I(!際交流)，~ ;:í百 1990 、 ー1:自主ほか1995、海外tHFi ./'í'!iJI 修協会1997など) " しかし 、 鉱山.r;がプ~..
q J: J:~;" i~'ぷ 1，ー である場合が多いためであろうが、ガq;'~I\' 行を伎川 したり 1史111 していなかった
り、あるいは、どちらとも取れるような発，1・のものが多L、。
Slなお、ガfT61J?の Jfll.り 1'.1 7ゾiやWf. ，，~の 1'1:)jrま牧村山ごとにま%ま%のようである。
91ノ'，.1 i? r-fi:、p.40ω
10) 1997年秋、子j求911'-1支1.14>: ，:丹*xlf "ï:~~秋宗大会(於 : JU:.;人:;t}1.:15いて、 r~・!1 r~'ì;{~ . f'j
i汚 Itff~，rj ;fj'の 11 本~;:;. ì'~' j.!fのH!託研究|のテーマで1ガi1U<を行った(.1以前!. '" ~i ' ~r ' Jfli 
1 997) ω 1~ï之 l主、線開.:n . fiiぢ，i!?伶.it，il<;'にわった1-1'.1[( (~. ，!'i ，~，\J 1，止の半月以w;つであったが、




者 向r，j~ff l手im.jl~者・の同者にとって賎しいものではないが、 JJ!.:(Eの日本請におけるガ1'j-~;， 貨
の点;uや 11 -<1ぽ!?史 的な政1]] などから、 「もはや lニl 本説教育においてプ'fh~抑的・をま士える必'll!・は
ないら| との }.!. Wr を 7J~ したところ、ー1:岐村氏(大阪大学:) から r1t:: 'ìX までは1~i決しないが、 JJlI
きJf)(りはできるようにしなければならない。なぜなら、 Jl夜、 その主主が少なくなったとは(i'
え 、 まだガ行列市ー!以イ1・ :t，.がいるし、鍛 [k叩i ) と~'I't fkaJ1i]などの灰別はIlfJき1反りが燥しい
からjというよう なぷ凡がtI~された。 づfr;lと後、今IIli~FH\ 01.:仏大，(:)からもliH去な必;見が
;ガせられた。
i対外 .1ド1付のrtJ，，~riÆ<ftにおけるガt J~ :i~. (~.教ffの')~ri~についても訓伐を行っているが、そ
の車内栄l立百IJ紛でJ)lう予定である。 また、ここでは、 1:1本 ，ilt教育、ヰ，'i， (:.n 本紙'{{'j"~ï教育をがI "J
とする j，l:j r，のプf行 6Joil- に.i.J するご/}j:見を Ij~すにとと'め 、 ;二のぷ見(.: .i.Jすゐ反論{止 、 ~~似の
テーマから高官れるため、ここてlは段l!;.tなL、。
1) r t.ilっておきたい10のl.il.設"Q&A"Jp.12。
12) '1"1 l:l'ilリJ.fi:，p， 139。
13) J . R(\drigllc~， (1604 -1608)の 'sarbari川 3げの'1'に、vJlilij J也}j)j;，fの特徴として次のよう
な必j患がある(1: JI:!J.'， I. I:， ，~~1955、 p. 612 より) 。
さの lìíjの I:t iHJ:'1'-分の YI~'({.を以て1&(f-するのであゐが、 'biiuij・(Bije)のものの48iTで
はそれを除いてゐて， 1からびた徒庁をするn j9リへ1):<、T処a(-1:1・}の{にりにTOgil(と
が)、 Sorcgaxi ( ~t) などといふd この>}~ j'Jj'をするので‘uiliij'(Bijcn)の才;ーはイiれであ
るc
つまり、 Wìiìíj地方 (収(tのl刈 111 リ，りでは 11'11l: ~.::JUJ、すでに人りわたりぬì"i'tJ:Jliti¥存してお
り、JI:1: (1998) も、このん・，i'における [ー、9-)> [-9-]の変化が1本でltiも'，'，いもので
あろうとしている" なお 、 1:':j M'，~，<>紀 O'.'I"，}みの '~l; Ji，Ii.:J:l!イ1:でも人!)わたりふ11ーをf'I¥った
1 -'9-] がわ・われている ことを与えると、 J臨械に よって変化の'，'さに k 与な;♀いが~.!.られ
ることが分かる。
なお、 mイ1・の |目dlllMにプ~~~ ):.$:¥; i''j'を)IJ~‘ゐ地域は イ({I: しないが、 り山十J 見i泌の有t.iJlì l1!!l><: ( .f"~~ 
m;Li'HIf)にはかつて lol がイ{イ1: したu この}也械はU(j利3811 :. に lた1・1 ，: ~， ~，.iJ、 .f!.[\ '''i に絵~U'ì !jl: さ
れたため、 l刈III~，!-Iλlには [n) の地点がなくなった (D(Iリ11982l ω
14)このような員u，戒では、パh (-ì'~"ダ1i Í'(~'もぷ'1'で入りわた りぬï"j' を f'i\ って、 1 -、n-J
(例:lti，¥ [ha'ba 1 )、l-'d-J (例:JL (ha'tla.l)のようにう在日・されるυ なお、かつてはぷY!i
の溺れも人 1) わたり JN. iTを 1下って ~aj'{されていたよ うだリ泌しくは、柴川(1988，1989)を
参m~ されたし~
15) ある後~íの i?について、それらを J火必乙むiωi記己 |十が.
る、あるいは失わせることにつながる ζ とはそれはと:<，HI然なことではないとぶわれる。 !~IJ
え Ij' 、 'm~.1iMtにおけゐ 1:): (~'(I) KW(I) {'j'ilil，治(11M 収はかつてイ{{I: した(&~ : h;・/nu:n!'，;、胤In，
? ?? ?
?
1] )が、その対立は現在の将悶:j" i{I'./Ø話{1で失われているという(梅1 Il994~ ど)。それに
は、朝鮮認の表記がId，j者を区別する刀法を持たないことも|剥係しているのではないだろか。
16)そのほか、局i鋲(1983)、馬瀬・小-wi・竹R:I・"，・以 (1995)があり、これら{はまいず1れtもJ
アクセントの1般止代{的均羽抑批fif修多とテレピの;彩彰f繁懲~lの |凶則係を J論命じたものである。 {概l肌晃w時?を述ペれ{ぱま、 ;守;5
1形成!gJにテレビと接触のなかった|世代(戦前生まれ)では、 il^1人のアデセントにhUますテレ
ビの彩!i:f. t:1少なく、 'n'~ä形成J~Iの途eいないしMめからテレビとJ'i~制!のある I!tlt (後後外.ま
h)ではテ レビの泌総iが大きいと考えられるということである。また、力n泌(1983)のガ針
。，'，:{';.に tx.Jする {fi齢別 ，~\jff. (東京都文京1~>lUH!:) の車!i*を見ると‘戦後以降Hl~I，主?において41，
~;:'. i} [-9-]のH.¥波紋Jir.が外.1;，'[-0--]を i鐙転すゐ。 .~~~ ~!鋲 (1983) などの*11* と{~わせて考
えれば、ガ干l'非~~，・命化にテレビの彩守f，が人;きく関与しているこ とは十分考えられることだろ
') . 
17) イン 7.. ーマントの出身.lt!!(行部形成}切を過ごした他校}を以 |、にポす。 l~iJIII以: 14:}'，、
{，<川県 :4 '(" 1I1 1県 :3 名、 H 、，11.~~I:~ : 2 名、，I;，H良県、 {t(}与問1 、 rvl!li.~，\、大阪I(.f 、 :.HH，I， 、
滋 t!l tf~、大分リ，L : 作 l ;t 。
IS) プ~~.J 抗告は~{~Ill のブ'fh f-;"，;.のすべてにJjlれるわけではないので、ある 山のJ/.il.'ととして
rNHKl998j を探川 したu なお、外 ~~rlf~のJ:f'l' ガHh"S- について、 fNHKJ998.1には、 nJ;(
Jftの4t1.fが1)，1.符のものを除き、 J;(WJとして)pぬれであるが、 1本，i?に情け込んでいるものは
よv.汗で発汗しでもよいJ(fこの』付与の使いみ・Ip. 5) とある。 ，~'，J 1i: ，H~の 「ポピ :J. ラ ー ソン
グ1(ま rNHK1998J の見11 '， し il!? に t~，JiJ ð れていないが、災~，~:fsong (止 |ぷ0]と発汗され、
また、 fシンガーソングライターlの見lBしJifもあるので、 Iソングjの lグ|をガ4751符で
1~刊される ，iii とはなした。
JOiJじ外米Jl}でも、 「イギリスJの均台、 I.NHKI98.1には、 「イギリスI1イギリス(ジ
ン)JのI，Lj}jが絞るのしかし、rNHK19661rNHKI985Jでは、これらはともに fイギリスj
となっている。fl本;itに"ifft込んでいゐものはlj.'，.(~.で1~i干してもよいlとのJ己述から、外
;:~/ JH，¥. ì:j.IM字i の~~i'!i'が'if能であるとも)5.えられるが、Iliくからあるボルトブ'j"ルrifHL¥1'Iの
fオルガンJ(orgao ['ηrgiwj) はJl，~，\. (~.の.}<.むしか ・絞らない“「イギリスj の b五日lt はポル ト
ガjレ必の Ingl口 l'iglcs)(イギリス人)であるので、ここではカih4H;，.{-;.で1G伐される:lftと
はなした。なお、 rIYJW(1 1 .1，;必アクセント ~r終有'}21叫には、 「イギリスJ1オルガンJ1 t;
ンガルーj のプ~..~J: (~.はすべてプ'fq J 氏、汚で~<.l~ されているの
さらに 、 外米必のガ~'i 91~' i'.'について !1え1;1.'、il::にあげた 「シンガーソングライターjの
「シンガーJ'1 v~:~:t sing山[ぉio:>r)であるので、fNHK1998Jの記速に従え/1rシンガー !
と .J<.，k~ されるべきである。 これとは逆に、 lïnger b()wl li09:>r boυ11は |フfンガーポー
ルJであるはずだが、「フィンプfー ボールJと，10(る。これらのiY付、らも分かるように、fNHK
1998j に，1在る外米必のカ rJ:ç~ì;，?<.必はかなり i唆J~~であゐと ïi'える ω
-27-
19) lil，~rt 'J スト，読みJ'，げiJ，~伝というかなり改まった場i信でガ行鼻音が l 例も聞かれなかったこ
とを考えると、少なくともここで対象としたインフォーマントについては、 ilft常の談話でガ
n~，\官・が現れる "f能性liJ附~.に低いと考えられる。
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